
 

 

平成 25 年度 SSH 活動記録のページ 

 

■ 平成 25 年度 SSH 活動記録（8 月） 

 

平成 25 年度 8 月の球陽高校 SSH の取り組みを紹介します。 

 

 

 

 2013.08.28 ▮ 先端研究施設研修 [ 2 泊 3日 ] 

 

沖縄県教育委員会では学力向上を目標に、教育全般で様々な取り組みを行っています。 

その取り組みの一つである“沖縄科学技術向上事業”として茨城県つくば市で 2 泊 3 日の 

先端研究施設研修が行われました。 

 

県内の高校背が参加するこの研修に球陽高校から 5 名の生徒が応募し参加しました。 

SSH 事業ではありませんが、SS クラブ員の 4 名が参加したため、報告をしたいと思います。 

 

     

 

参加者は 3 つコースに分かれ 

  ①物質・材料研究機構   ②作物研究所   ③森林総合研究所 

  ④筑波宇宙センター    ⑤地質標本館   ⑥国立科学博物館 

  ⑦筑波実験植物園     ⑧理化学研究所  ⑨土木研究所 

  ⑩高エネルギー加速器研究機構 

の各施設にて研修・見学を行いました。（コースごとに 4 施設を訪問。） 

 

研修を終えて沖縄に帰ってきた生徒は参加報告書の作成に追われていました。 

今回の研修をきっかけに今話題の“理系女子”を目指して頑張ることを期待しています。 

 



 

 

     

 

 

 

・この研修に参加して、日本の最先端の研究に触れることができました。 

 また、研究者は私たちのくらしを快適なものにするために地道な研究を重ねていることを 

 感じました。その反対に一部は人間や環境に害を与えてしまうものもあるので、害を取り 

 除いていくことが課題だと思いました。わたしもこのような人や環境を守り、安心した生 

 活を送るために活動できる人になりたいです 

・筑波研修で本当にたくさんの貴重な体験をさせてもらいました。難しい話もありましたが、 

 どれも興味深く私たちの生活と大きく関わっていることなので真剣に考えることができまし 

 た。いろんな研究所に行き、いろんな話を聞いて共通して思ったことは、これらの現状や情 

 報を多くの人に広めていくことが大切だと思いました。私も、筑波で学んださまざまな事を 

 身の回りの人達に伝えていきたいです。 

・すべての研修を終え、日本もさまざまな面で世界の中心になっているのだと知りました。 

 人のために日々奮闘している研究者や科学者は日本の誇りであると思いました。私も人の為 

 になるような仕事につけたらいいなと思いました。 

 

 

 

 2013.08.24 ▮ マス・フェスタ [ 2 日目 ]（SS クラブ） 

 

大阪府立労働センター「エル・おおさか」にて第 5 回マス・フェスタが開催されました。 

シアターホールに入ると会場はほぼ満員で、係りの生徒を含めて約 800 人ほどの参加が 

あったように思います。 

 

開会式終了後、5 つの会場の分かれて口頭発表、ポスター発表が行われました。 

先日横浜で行われた SSH 生徒研究発表会では 200 本余りの発表のうち数本しかありません 

でしたが、今回は数学分野だけで 90 本ほどの発表があり、参加した生徒たちはこれからスタート 

する自分たちの研究のヒントを得たようでした。 

 



 

 

   

 

午後のポスター発表ではパソコンでシュミレーションを見せたり、座標空間のモデルを作製して 

説明するなどバラエティに富んだ発表が数多く見られました。 

始めは緊張と知識不足でついていけない生徒たちでしたが、慣れるにしたがって発表者に声をかけて 

ポスターセッションに参加する姿が見られました。 

 

閉会式では各会場の審査員である大学・研究機関の先生方から感想の中に、「研究した数学が身の周りで 

どのように使われているのかを考えてほしい」との言葉がありました。一年生だけの活動となるので、 

先入観にとらわれず、自由な発想で身の周りから課題が見つかることを期待しています。 

 

   

 

 

 

・今回のマスフェスタに参加して、これから数学部としてどうやっていくのかがつかめました。 

 数学の研究内容が結構身近なものを題材として取り上げていたので、普段気になっていること 

 から発展させていけばよいのかなと思いました。 

 発表にはまだ習っていないシグマやインテグラルなどわからないことだらけだったので、学んで 

 いって他校の話を理解することができるぐらいにはついていきたいと思いました。 

 横浜サイエンスフロンティア高校の「帽子当てゲーム」はあまり計算といった過程がないのですが、 

 理論的に考えていく数学でとても興味深い内容でした。日立第一高校の感覚の数式化に関する研究は 

 法則といった難しい方程式があったのですが、私にも理解できました。 

 口頭発表もポスターセッションも原稿などは一切見ずにやっていたので、すごい練習を積んできたの 

 ではないかと思いました。実際に自分たちがやると考えると、トチリそうで怖いのですが、相手に 

 伝えたいからこそ、あそこまで一生懸命に取り組めるんだと感じさせられました。 

・D 会場の口頭発表を聞きに行きました。日立第一高校は「感覚の数式化に関する研究」と題し、丁寧に 

 かつ分かりやすく発表していました。フェヒナーの法則を用いて「重さが増えるにしたがって感覚が 

 鈍くなっていく」ということを発表していました。その中で、実験の途中で中央値を用いて結果を出して 

 いた点について審査員が鋭く質問していたので、少々怖いなと思いました。しかしそんな質問に対して 

 も冷静に対応していたので、素晴らしいなと思いました。習っていないことが多く、もっと先の勉強が 

 必要なのだと感じました。その他、一人で研究して一人で発表している人もいたので、同じ高校生なのに 



 

 

 本当にすごいなと度々感じさせられました。 

 マス・フェスタを通して身近なことや自分の住んでいる地域、好きなこと、昔から気になっていたことに 

 疑問をもち、それを研究していくという「狭くとも深くあれ」というガウスの言葉が数学の研究では必要 

 なのだと思いました。しかし、私はまだ一年生なので全然わからないことだらけだけど、基礎知識から 

 勉強したいと思いました。また、内地の高校のレベルに沖縄も追いついていけたら、さらに新しい数学の 

 世界や生徒同士の交流関係も高まっていくと思うので、沖縄県の SSH 校の代表として頑張っていきたいと 

 思いました。 

 

 

 

 2013.08.23 ▮ マス・フェスタ [ 1 日目 ]（SS クラブ） 

 

 ８月 23 ～ 24 日[ １泊２日 ] に大阪府立大手前高校が主催する「マス・フェスタ」に 

SS クラブ数学部の２名が参加しました。 

 

 大手前高校も本校と同じく SSH 指定校で「数学」に特化した SSH 事業の取り組を実施しており、 

全国数学生徒研究発表会「マス・フェスタ」を開催しています。今回は第 5 回大会となります。 

 

     

 

 「マス・フェスタ」は 24 日（土）に行われるため、23 日の移動日の空き時間に大阪市立科学館を 

訪問しました。科学館の外壁には関西大学や立命館大学の生徒が作成した「錯視」に関する展示物が 

あり、中に入る前にも楽しむことができました。 

 館内には電子制御ロボットやルービックキューブを完成させるロボットなどが常設展示されており、 

見学料を払えばサイエンスショーや様々なアトラクションを体験することができます。 

 

 今回は大阪市立博物館の目玉でもある「プラネタリウム」を鑑賞してきました。最先端機器に 

よるプラネタリウムは実際に宇宙旅行をしているかのように感じるほどリアルで、生徒たちも満足 

していたようです。 

 

       



 

 

 

 

 

・大阪市立科学館では学天則が出迎えてくれました。「キューブくん」というルービックを 

 するロボットもあり、あと何手で完成するか計算でき、私よりはるかに頭のよいロボット 

 もありました。 

 プラネタリウムは沖縄にあるプラネタリウムとは比べものにならないほど迫力があり、素晴らし 

 かったです。マス・フェスタのために来たのですが、星や宇宙などの地学もいいなと思いました。 

・大阪市立科学館にはルービックキューブを組み立てるロボットやだまし絵、プラネタリウムが観られ、 

 科学の先端技術が集結していました。プラネタリウムではバーチャルの世界で宇宙の惑星や銀河、星 

 などを見ることができました。私が一番驚いた惑星は木星です。その木星には 65 個の衛星があり、 

 その衛星の中に地球とよく似たエウロパというものがあると知ってびっくりしました。バーチャルだった 

 実際にその星に行ってきた気分になりました。 

 

 

 

 2013.08.08 ▮ 東京・筑波・横浜研修 [ ３日目 ]（SS クラブ） 

 

研修三日目。 

パシフィコ横浜にて「平成 25 年度 SSH 生徒研究発表会」に参加しました。 

午前中は昨日の発表会から選ばれた代表発表会が行われました。 

 

大勢の客を前に舞台上で堂々と発表する生徒、そしてその内容にどんどん突っ込んだ質問をする生徒、 

そして返答する生徒の姿に「同じ高校生とは思えない！」と驚いていました。 

 

   

 

午後はポスター発表会場を見て回りました。 

本校からも地球科学部がポスター発表で参加しました。 

 

発表校の中には英語で発表する学校もあり、海外から招へいした生徒に英語で説明している姿に 

さらに驚いていました。 

次年度の発表に向けてプレッシャーもありますが、それ以上に「より一層の勉強と研究をしないと 

いけない！」というよい刺激を受けたように思います。 

 



 

 

今後の SS クラブ員たちの活動を楽しみにしてください。 

 

     

   

 

 

・まわりのレベルが高くて感動した。発表では、聞いている人も真剣で時間が足りないぐらい質問者 

 もいて、その熱意に圧倒された。また、同じ分野で研究している人と話をすることができて、刺激に 

 なったし、具体的な新しいアイデアも湧いた。それと同時にまだまだ勉強が足りないとわかった。 

 来年はもっとよく理解できるように、今からもっと勉強しようと思う。 

・ポスター発表では、２、３校の説明を受けた。わかりやすかったですよくこういうものを研究したなと 

 意外性のあるものがたくさんでした。理系の研究をしていて、英語もできていて、同じ高校生のような 

 気がしなくて県外との差を感じました。 

・一番印象に残っているのは「アマガエルの繁殖」についての研究です。12 年間通してやってきた研究は 

 とても完成度が高く、説明も一番わかりやすかったです。質疑応答の際にあがる質問も「どうしてこんな 

 ことに気付くんだろう」と思うような質問ばかりで、改めて県外とのレベルの差に気付かされました。 

 来年出場するポスター発表で恥をかかないように、しっかりと研究をしないといけないと感じました。 

・各地の高校生たちの発表はすごくて、とても勉強になりました。少し話もできましたし、みんな楽しそうに 

 自分たちの研究を発表していて、本当に科学が好きなのが伝わってきました。次は自分たちもあの場で 

 発表するのかと思うとすごく不安だけど、頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 2013.08.07 ▮ 東京・筑波・横浜研修 [ ２日目 ]（SS クラブ） 

 

研修二日目。 

午前中は「サイエンスツアーバス」を利用して、つくば駅周辺の研究施設を見学して回りました。 

※サイエンスツアーバスとは研究施設を巡回するバスで一日 500 円で乗り放題の 

 

まず最初に訪問したのは「国土地理院」の敷地内にある「地図と測量の科学館」。 

入ってすぐに「日本列島空中散歩マップ」があります。3D メガネをかけて床に描かれた日本列島を 

見ると地形が浮き出て見えます。 

（本校の地学実験室にも同様のものがありすが、それのスケールが大きくなったものです！） 

館内には地図に関する展示物がたくさんあり、実際に地図を描くコーナー（筑波山、ひょうたん島）や 

地図がどのように暮らしや社会に活用されているかが学習することができます。 



 

 

 

     

 

次に訪問したのは「筑波宇宙センター」。 

事前に予約していた「宇宙飛行士コース」の見学ツアーに参加しました。 

このコースでは、宇宙飛行士の基礎訓練・健康管理・体力トレーニングのための施設を見学して 

回ります。 

宇宙飛行士になるための様々な課題、トレーニングの過酷さに生徒たちは驚いていました。 

 

     

 

ツアーの最後は人工衛星や国際宇宙ステーションに関する展示物があるスペースドームへ行きました。 

人工衛星の展示コーナーでは機体に貼られている金色の断熱材の薄さ（しかもこれが 20 層になっている！） 

やその断熱材が面テープ（マジックテープ）で貼られているとの説明を受け、宇宙開発技術の高さ・無重力 

の世界に関心していました。 

 

     

 

筑波研修の最後は筑波大学研究室訪問。 

本校 OB である福地さんと仲村渠さん、そして同じ沖縄出身の末吉さんが大学内を案内してくれました。 

生徒たちの感想にもあるように、まず最初に思うことは「広い、大きい！」でした。 

（筑波大学つくばキャンパスは単一キャンパスで比較すると日本一大きいそうです。） 

 

今回は理系の学部が集まっている第三エリアと呼ばれる施設を中心に図書館・食堂・講義室等を案内して 

もらいました。 

充実した図書館、プロジェクターを３台備えた講義室に感動していました。 

 



 

 

     

 

施設見学の後は、理工学群応用理工学類ナノ金属材料研究室（谷本研究室）を訪問しました。 

この訪問では「ガラスみたいな金属を作ってみよう！」のテーマで体験実験をさせてもらいました。 

学部四年生の猪田さんに原子や結晶についての説明を受け、いざ実験！ 

場所を研究室から実験室に移し、実験器具の仕組みや使い方を教わり、“金属ガラス”の作成を行いました。 

小さな金属片がリボン状になり、実験成功。 

 

実験後、このような“金属ガラス”がどのように利用され、私たちの暮らしとどう関わるのかなどの説明を 

聞き、夢のある研究に生徒たちは目をキラキラ輝かせていました。 

 

   

 

体験教室終了後も生徒から様々な質問があり、予定の時間を超えて遅くまで相手もしてもらいました。 

福地さん、仲村渠さん、末吉さん、そして谷本研究室の皆さん、大変お世話になりました。 

 

 

 

 

・まず筑波大学の広さに驚きました。広いとは聞いていたけど想像を超えていました。図書館の本の多さ 

 や施設の充実している感じがよかったです。研究室はドラマのようにたくさんのものがあってびっくり 

 しました。大学に行きたい気持ちが高まりました。 

・訪問前に「アモルファス」について予習しておきなさいと言われたときは意味が全くわからなくて、 

 難しく感じていました。でも、実際に研究室でスライドを見て機械を触らせてもらうととても面白い 

 ものだと思いました。5g の金属の塊から 10m のアモルファスリボンができたのがすごく感動しました。 

・産業革命を起こすかもしれないという希望溢れる研究を見ることができてよかったです。この研究室 

 訪問を通して夢のある研究をしたいと思いました。 

・どこでも同じですが大学の人から学んだのは「やる気」でした。研究を「なぜやりたいか」だけ 

 でなく、「するとどうなのか」まで考えることが大事なことだと感じました。まずは「やりたいこと」 

 を見つけ、十分な「やる気」をもってそれに取り組んでいきたいです。 



 

 

・キャンパスを案内してもらえて楽しかった。それにこんな分野の研究があるって知らなかったので、 

 今回詳しく教えてもらえて勉強するのって楽しいなと感じることができた。 

 

 

 

 2013.08.06 ▮ 東京・筑波・横浜研修 [ １日目 ]（SS クラブ） 

 

「日本科学未来館、筑波研究施設を訪問し、最先端の科学に触れることで科学に対する興味・関心を 

高めること」及び「次年度参加する SSH 生徒研究発表会を見学し、他校の研究内容を知ると同時に 

今後の研究意欲を高めること」を目的に８月６日 ～ ８日（２泊３日）に SS クラブメンバー６名で 

東京・筑波・横浜研修を実施しました。 

 

     
 

研修一日目は日本科学未来館へ行きました。 

日本科学未来館は私たちの世界に起きていることを科学的な視点から理解し、これから未来を考え、 

語り合うことを目的とした施設で、施設内には体験を通して楽しみながら学習する実験機器・設備が 

あります。 

 

夏休みということで混雑が予想されましたが、到着したのが午後ということもあり比較的スムーズに 

様々な機器に触れながら館内を回ることができました。 

また、スタッフの中に琉球大学出身の“科学コミュニケーター”がおり、展示物の解説以外にも 

大学時代の取り組んだ研究や今後の SSクラブの活動など“科学の雑談”に付き合ってくれました。 

 

     
 

未来館見学後、明日の筑波研修に向け「つくば駅」へ移動。 

ちょうど帰宅ラッシュの時間と重なり、生徒たちは初めて体験する満員電車に驚いていました。 

 

・ 

 



 

 

・「しんかい 6500」では、人が入るところが圧力に耐えられるよう完全な球形であること、「地球 

 環境」では木の新たなる可能性、「ゲノム」では調べた遺伝子の断片から全体像を求めることな 

 ど難しいものばかりだったけど、興味深いものが多くて楽しかった。 

・特に興味をもったのは車輪がいくつも繋がってできているタイヤを使った車、ゲノムブースでの 

 ゲノムの解析です。また、とても多くの機械や展示物があり、人体を立体分析したものや地球の 

 循環システムも“ピタゴラスイッチ”のような仕掛けでとてもよくわかりました。 

・一番面白かったのは人体ブースの臓器の手術をするところでした。手術の映像が本物みたいでした。 

 興味が広がったのは「UNI・CUBE」という機械で、難しい操作もなく自由に移動することができる 

 乗り物でした。 

・稲のところが興味が湧きました。長い稲が短い稲と 2倍くらい差があってびっくりでした。説明に 

 よると気候や土地によって変わるようでした。あさがおの種も興味深くて、とても奥深かったです。 

 


